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TTC事務局　企画担当　金子　麻衣

AI for Good Global Summit 2019参加報告
部会合外

2019年5月28日 か ら31日 ま で、AI for Good 
Global Summit 2019（以下、AIサミット）がジュ
ネーブの国際会議場（CICG）で開催された。本稿で
は、AIサミットの全体概要と主なトピックについて紹
介する（図1）。

1．AI for Good Global Summitとは
本サミットは、政府、産業界、学術界、メディア、

37の国連関係機関、そしてACM（米国コンピュータ
情報学会）、XPRIZE財団をパートナーとして結集し
たAIに関する国際的なイベントである。2017年か
ら年1回開催され、今年で3回目となる。2019年の
今年は、120カ国以上2,000名以上の来場者、7,000
名以上のWeb参加、300名を超える講演者を迎え、
過去最大の規模となった。

開催の背景は、ITUや国連が、近年急速な進歩を遂
げるAIが社会的課題を解決し、国連の持続可能な開発
目標（以下SDGs）の進展を加速させる大きな可能性
を秘めていると捉えているからである。世界中で生活
を向上させるためにAIの力をどのように活用するか、

教育・医療・健康福祉・商業・農業・宇宙など幅広い
分野における活発な議論や、産官学連携によるプロ
ジェクトの生成を通じて、SDGs実現を加速させるAI
の実用化を目指している。

2017年にAIの可能性について言及するグローバル
な対話を開始し、2018年はさらに踏み込んで、SDGs
の達成を支援するAIソリューションの開発を実現す
るプロジェクトの発足に取り組んだ。2019年は、AI
イノベーターと課題を抱える政府・公共・民間等とを
結びつけ、実用化に向けたコラボレーションを加速す
ることを目標に掲げた。今後、具体的なプロジェクト
が発足するものと思われる。2018年にはAIリポジ
トリが設定され、既に150以上のプロジェクトが登
録されている（図2）。

2．AI for Good Global Summit 2019のトピック
2. 1　プログラム構成

メインのプログラムは、Break through session
と呼ばれるプロジェクトの発足を目的としたテーマ
別のセッションである（図3）。毎年テーマが4～5つ

図1　AI for Good Global Summitの概要
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設定されている。2019年度は、①AI and Health　
②AI and Education　③AI and Human Dignity and 
Equality④Scaling AI　 ⑤AI for Spaceの5つ が 同
時進行で開催された。

その他は、初日や最終日に開催されたサミットの幹

部・関係者による講演や、パートナー企業によるワー
クショップと、講演プログラムと同時もしくは休憩時
間に開催されるデモ・展示等があった。今年初の試み
として音楽等芸術分野でのAI・ICT活用について、著
名なミュージシャンらのパフォーマンスも披露された。

図2　AI for Good Global Summit　3年間の比較

図3　AI for Good Global Summit 2019の主なプログラム構成
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2. 2　オープニング講演
（1）ITU事務総長　Houlin Zhao氏

AIは我々の生活を変える。安全で信頼された包括的
なAIへの道は、政府、産業界、学界、市民社会の間の
前例のない共同作業を必要とする。AIサミットはAIに
関する対話のための主要な国連プラットフォームであ
り、世界中のパートナーとの協力により、AI技術の信
頼性、安全性、包括的な開発、その恩恵への公平なア
クセスを確保している。

（2）世界気象機関（WMO）事務総長
Petteri Taalas氏

WMOは毎日ビッグデータを扱い、世界中で収集さ
れた膨大な量のデータに基づいて24時間365日の運
用予測システムを運用している。AIサミットでプロ
ジェクトを生み出し、全ての人々が安全にアクセスで
きるようにすることが目標である。

（3）世界知的所有権機関（WIPO）取締役
Francis Gurry氏

1950年代以来34万件のAI特許出願が提出され
た。AIは経済と社会を変革している最も重要な技術の
一つであると同時に、AIにはそれを取り巻く緊急の経
済的、社会的、倫理的な問題がある。問題を解決する
ために、何よりも対話が必要である。

（4）XPRIZE財団CEO　Amir Ansari氏
AIとデータは、人類が直面している最大の課題を

解決する基本的なツールである。我々は、AI革命の
予期せぬ結果についても議論し、実現可能性の高いソ
リューションのために取るべき行動を提案する。

（5）ACMのCEO　Vicki Hanson氏
AI技術者と、政府・産業界のリーダー等を結集させ

ることで、差し迫った世界の課題にAIを適用する新し
い方法が提案され実現される。こういったコンピュー
ティング技術が明日問題解決するのに役立ち、職業を
発展させ、良い影響を与えることを望む。

（6）EOSG※3事務次長
Fabrizio Hochschild Drummond氏

AIサミットはSDGs達成に向けてAI等のテクノロ
ジを発展させるイベントであり、考えうるリスクを共
に解決し、標準に発展させる重要な会合である。

2. 3　基調講演等
（1）マイクロソフトEVP Jean Philipe Courtois氏

今後全ての企業がソフトウェア企業になる。AIはそ
の変革の中心として、人・モノ・活動の検出を可能に
するのと同時に、新世代のビジネスエージェント・専
門家となる。事例としてAI、IoT、クラウドをベースに、
ドローンやセンサーで収集したデータを駆使する農業
分野の改善を図るプロジェクト「Farm Beats」を紹
介した。

AIを活用して3つの社会課題（①AI for Earth（環
境対策）　②AI for Accessibility（障がい者支援）　
③AI for Humanitarian Action（AIビジネススクー
ルを通じたリーダー向育成））に取り組むプログラム
を紹介、1億1,500万ドルを拠出したことを発表す
るとともに、自社独自のAI principlesを紹介し、AI
に対する革新的な取り組みをアピールした。

（2）シーメンス取締役会議長
Jim Hagemann Snabe氏

産業用AIの前提条件を、①Focus：産業用AIへの
投資に注力　②Infrastructure: ５Gの実装等必要な
基盤の構築　③Data：AIデータの可用性を確保（デー
タ独占を回避）の3つとし、産業用AIの原則を、①
Trust:プライバシー、セキュリティ、説明性を考慮し
た設計　②Accountability:人的責任の割り当て　③
Enhancement:人的能力の向上、と簡潔に語った。

（3）Google AI技術者・Black in AIの共同創設者
Timnit Gebru氏

AIにおける“Black skin”の認識率の低さについ
て実験データを用いて説明し、社会的バイアスを取り
除くために、必要なデータの収集やその収集方法、評
価モデルの必要性を強調した。

（4）アメリカの発明家・実業家　Ray Kurzweil氏
技 術 的 進 歩 の 予 測 を 的 中 さ せ る、 著 書「The 

Singularity Is Near」で知られる同氏が遠隔から初
日のクロージング講演を行った。オリジナルの統計
データを示し、「AIの進歩によって将来は改善される。
科学技術の進歩は直線的ではなく指数関数的に進歩す
る。人間はクラウドに接続することで拡大した脳を持
ち、知性は100倍になるであろう。」と予測した。
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2. 4　Break through session「AI for Health」
同時進行で5つのセッションが行われるため、日本

でも関心が高い健康福祉関連の「AI for Health」を
選択した。

（1）概要
昨年のAIサミットを通じて、ITUのICTのノウハウ

と、世界保健機構（WHO）の健康のノウハウを融合
させるべく、Focus Group on AI for Health（以下、
FG-AI4H）を発足させた。乳がん、アルツハイマー病、
目や皮膚病などの健康問題に対処するために、AIを活
用した健康手法の評価と国際標準化に向けたフレーム
ワークの開発を目指している。

（2）ウェルカムセッション
ITU電気通信標準化局長のChaesub Lee氏は、FG

－AI4Hの重要なミッションは保健データのアクセス
と適切な利用におけるベストプラクティスを確立す
ることだと語り、オープンなプラットフォームへの
参加を呼び掛けた。WHOチーフサイエンティストの
Soumya Swaminathan氏は、ヘルスケア関連のア
プリが多く世の中に出回っている一方で、リスクもあ
り品質保証に対処するために、ガバナンス・フレーム
ワークが必要と強調した。

WHOのCIO Bernardo Mariano氏は健康管理にお
けるデータの流れを、ドイツ連邦保健省医薬品研究所
責任者のWolfgang Lauer氏は、メディカルアプリ
や医療機器のサイバーセキュリティ対策のガイドライ
ンを公表し、価値創造とデータ保護のバランスの重要
性について述べた。　

FG-AI4Hの議長で、フラウンホーファー研究所の
エグゼクティブディレクター　Thomas Wiegand氏
は、FG-AI4Hには11のトピックグループがあり、活
動の5つのステップ①コミュニティの形成（専門家の
収集）　②提案　③評価（参照データ及び評価基準の
設定）　④レポートの発行　⑤普及・展開（AIを活用
したヘルスケアソリューションの実用化）を踏み活動
を行っているとし、AIソリューションの品質管理で
網羅すべき5つのポイント（①パフォーマンス測定　
②堅牢性　③不確定性　④説明可能性　⑤一般化可能
性）を示した。FG-AI4Hの副議長で、週刊総合医学
ジャーナルLancetのNaomi Lee氏は、医療分野保
守的でAIの活用が遅れていると説明し、ベルリン大学
病院のFrederick Klauschen教授は、FG-AI4Hのト

ピックグループの活動としてがん細胞の発見にAIを
活用する事例を紹介しながらベンチマークの定義を示
し、検証とベンチマークの必要性を訴えた。

（3）パーソナルヘルスケアとAI
マイクロソフトイスラエルヘルスケアのHadas 

Bitran氏は、AIを活用したヘルスケアbotや診断チャッ
トの事例を、YourMDのJonathon Carr-brown氏は、
適切なプライマリ・ケアを提供する健康管理ソリュー
ションを紹介し、低コストで診断をサポートするAI
の可能性を示した。Ada Health常務取締役のHila 
Azadzoy氏は、世界の4億人がプライマリ・ケアサー
ビスにアクセス出来ておらず、中国では診察時間が2
分という現状を示し、それらを解決するための開発し
た130カ国、5言語に対応した健康管理アプリを紹介
した。BaiduのAIヘルスケア部門シニアディレクター
Yan Huang氏は、ハイスペックな病院に患者が偏る
不均衡に直面し、医師を支援する臨床意思決定支援シ
ステム（DISS）を開発し95%の精度を実現したと
発表した。

（4）AIにおける研究と政策
3Derm SystemsのCEO Liz Asai氏は、AIを活用

することで皮膚科に匹敵するレベルで皮膚がんを分類
することができる独自のスキンイメージングシステム
を示し、異なる民族をカバーするには、データセット
の多様性が欠かせないと締めくくった。診療行為や患
者データを収集したレポートを公開するFDAのKhair 
ElZarrad氏は、ヘルスケア分野のデータ活用の重要
性を提示し、データの品質を担保するために、開発の
初期段階から組み込み、規制当局とのコミュニケー
ションの重要性を訴えた。前述のマイクロソフトの
Bitran氏は、医療現場で医師をサポートするAI搭載
システム「Project EmpowerMD」を紹介し、シス
テムを改善するために臨床文書の自動化を促進してい
ると述べ、関係部門との連携が必須であると強調した。

（5）「AI for Health」セッションのまとめ
AIとデータは切り離せないものであり、特に高品質

データの重要性は議論全体を通じて共通の認識であっ
た。AIとデータは医療現場の人材不足を補完し、クラ
ウドベースの健康管理やオンライン相談・診断などの
提供に役立つ一方で、患者の安全を担保するためには、
複数機関をまたがって大量のデータを連携させ、それ
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らを適切に管理運営するベンチマークの必要性が改め
て浮き彫りとなった。

企業事例の中で診断支援アプリが多数出ていたが、
FG-AI4Hは、AIを活用したヘルスケア系のアプリの
提供に中心的な役割を果たし、健康問題や治療のため
のAIアルゴリズムやフレームワークの標準化に取り
組むと改めて発表された。

（6）他のBreak through session概要
「AI for Health」セッションと同時に開催された他

のセンションの概要を図4に示す。

2. 5　ワークショップ
（1）AIの今後の課題検討-SDGs

AI Singapore※4専務取締役のStefan Winkler氏は、
AIエコシステムを構築するためのチャレンジプログ
ラムとして、AIを活用した高脂血症・高血圧症・高血
糖患者の疾患の進行や合併症の発生を5年間で20%
抑制する取り組みを紹介した。

ブータン情報通信・メティア庁のチーフWangay 
Dorji氏は、AIは第四次産業革命の“電気”になりつつ
あり、健康・教育・環境等社会福祉に不可欠な基本サー
ビスの提供方法を変えるとし、「AIとHappiness」と
称して、国民総幸福量（GNH）の進展にAIの活用を
宣言した。

Quid社EMEA※5ディレクターのAndrew Brown氏
は、ブルームバーグやマイクロソフト等で活用されて
いる独自のテキスト処理アルゴリズムを使ったマー

ケット・市場分析アプリを紹介。国連と連携しSDGs
達成に向けた各目標の課題と現状を分析・視覚化して
おり、17の目標のうち民間企業は10,12,16に、公
共は7,15に関心を示している等概要を説明した。

PwC のGlobal AI LeadのAnand S. Rao氏から、
企業のAI支援と、PwCグループ内でのAI活用を推進
するため世界中からメンバーを集めた組織「AI Lab」
で実現する社会のイメージが語られた。

（2）Business & AI（企業向けAI＆機械学習のユース
ケース）

ユースケースに入る前に、ACM実行委員会のメン
バーでもあるクラークソン大学准教授のJeanna N 
Matthews氏が、AIにおけるバイアスを防ぐプロセ
ス等を提案した。多くのデータを扱う限り、データを
慎重にクレンジングしても、AIの利用にはバイアスが
つきものであり、それらを極力回避するためには３つ

（①AI実装　②練習用のサンプル　③入力サンプル）
のプロセスに留意する必要があると述べた。

CW（Cambridge Wireless）のCCO　Abhi Naha
氏から、企業がビジネスを後押しするSIG（Special 
Interest Groups）がAI・5G等のテーマ別に19つ
あるなどの概要説明の後、同社コンサルタントでテレ
コム＆モバイル、ワイヤレスおよびデジタルサービス
の責任者　Derek Long氏から、5Gの可能性につい
てユースケースを交えた話があった（図5）。

マイクロソフトSolution ArchitectのAshok Samal
氏は、AIプラットフォームの概要を示すとともに、全

図4　2019年のBreak Through sessionの概要
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ての会話の背後にAIを活用することが目標と述べた。既
に世界中1,000以上の企業と進めており、一番の強みは
開発者が共通のフレームでUWP※6・WPF※7・.NET※8・
iOS・Android・HTML等複数のプラットフォームに
展開できることであるとアピールした。

LiveTilesのマーケティングリーダー Paul Conneally
氏は、カウンセリングチャットのWoebotと自分に似
たチャットボットを作ることができる“Replica”を
紹介。Woebotは思考の偏りや思い込みがない分、人
間のセラピストより優れているという心理学者もい
る。Replicaに内蔵しているボットは、ユーザの気分、
パターン、好み、話し方を徐々に習得していくため、
自分自身と話していく気分になる。AIとカスタマイズ
されたチャットボット機能を利用したセルフサービス
のプラットフォームの展開を目指すと展望を語った。

2. 6　クロージング
ITU電気通信標準化局長のChaesub Lee氏、ITU電

気通信開発局のDoreen Bogdan-Martin 氏、XPRIZE
財団宇宙大使のCEO Anousheh Ansari氏は、“The 
Other 50%”と題して、発展途上国を中心に世界
の半分の人々がICTの恩恵を被っていないと問題提起
し、ITUとXPRIZE財団がコラボして、これからの

20年、30年でそれらを解消すると宣言した。そのた
めにアイデアや意見が必要だと参加者に呼びかけた。

ITU事務総長　Houlin Zhao氏は、AIサミットは他
にはない、世界中の複数の分野から利害関係者を招
集して、AIがどのように適用され、幅広い問題をど
のようにサポートできるか真剣に検討する場である。
SDGｓと整合することはAIが人類の健康に積極的に
影響を及ぼし、全ての学生に質の高い教育を提供する
ことを意味すると短いスピーチを締めくくった。

最後に、iPadマジシャンのSimon Pierro氏のライ
ブパフォーマンスが行われた。iPadから本物のビー
ルや写真、お金等実在するオブジェクトを出し続け周
囲を圧倒し、AIサミットは盛況のうちに幕を閉じた。

2. 7　デモ
（1）FUSION

デモ展示の中で特に盛り上がっていたのは、慶應義
塾大学大学院メディアデザイン研究科のプロジェクト

「FUSION」である。FUSIONは、二人が同じ視点と
空間を共有することで共同作業を可能にする遠隔コラ
ボ―レーションシステムで、ロボットアームを介した
共同作業を可能にする。初めてロボットアームを着け
た参加者が、数分でボールを相手に渡すことが出来る

図5　CW（Cambridge Wireless）の5G
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ようになっていた。このシステムは、共同作業だけで
なく、動作教示や運動のサポートにも活用できること
が発表された（図6）。

（2）子供の安全を守るアプリ
スイスにあるPRIVATELY社が、子供のデジタル

ライフをより安全に管理するためのアプリを開発し、
SDK※9を提供している。本プロダクトは、BBCが提
供する、9～12歳の子供向けにITリテラシー（オン
ラインプライバシー・マルウェア回避等セキュリティ
対策・オンラインでの対処法等）を教育するためのア
プリ“Own It”にも使われている。アプリは、バッ
クグランドで実行され必要な時にサポートする。例え
ば、メッセージを送る前に使っている単語が他のユー
ザにどのように認識されるのか通知したり、子供の気
分を時間の経過とともに追跡し状況を改善するガイダ
ンスを送ったり、電話番号をSNS上で共有しようと
すると何故そうするのか確認等を行う。

（3）ROBORACE
Nvidiaとミシュランが共同で開発している世界初

の無人電動レーシングカーが展示され、テスト走行の
様子が上映されていた。運転席も備わっており、ドラ
イバーが乗って操縦することも可能である。車載AIコ
ンピュータによって、レースに関わるメンバー全員が、
リアルタイムに取得できるデータやレース中の振動や
動きを把握できるのが特徴となっている（図7）。

3．まとめ
AIサミット参加のメリットは、①AIイノベーター

と、AIを活用したい企業・自治体の両方と接点を持
つことができる。　②参加型で積極的に課題を共有で
きる　③周囲の賛同を得られればプロジェクトを発足

することができる（ITUが推奨）　④スポンサーから
の様々な援助が期待できる、の4点があげられる。主
催者（ITU・国連・XPRIZE財団）のパワーもさるこ
とながら、スポンサーの存在が大きい。図8のパート
ナー一覧を見て分かるように、豊富な資金力を持つ財
団や、オープンイノベーションやコラボレーションを
ミッションとする団体やコンサル企業が半数を占めて
おり、効果的にアピールすることで資金獲得の可能性
もある。

マイクロソフトは唯一のプラチナスポンサーという
こともあり、基調講演のインパクト、会場内に企業専
用ブースを設置したり、複数のプレゼンテーションに
参加するなど最も存在感を放っていた。しかしながら、
全ての企業や団体の取り組みが先進的であるわけでは
なく、日本が優れていると思われるソリューションも
多数存在した。来年の4回目は、2020年5月4日～
8日の開催が決定されている。今年は、日本企業の出
展や講演がなく、来場者にも日本人はほとんど見られ
なかった。来年は、グローバル市場を狙う日本企業や、
先進事例を有する日本の自治体がAIサミットで存在
感を発揮できるように、専門委員会や研究会等を通じ
て、バックアップしていきたい。

図6　FUSIONデモの模様

図7　ROBORACEのレーシングカー
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注釈
※1　世界中のイノベーターを支援する非営利団体の

財団、賞金レースを運営
※2　NYにあるコンピュータ科学分野の国際学会
※3　Executive Office of the Secretary-General

の略
※4　シンガポール国立研究財団の支援で、シンガ

ポール国立大学が主催する国家プログラム
※5　Europe, the Middle East and Africaの略で

ヨーロッパ、中東及びアフリカをさす
※6　ユニバーサルWindowsプラットフォームの略

でWindows10を搭載する様々なデバイスで実
行できるプラットフォームアプリ

※7　Windows　Presentation　Foundationの 略
で、ユーザインタフェースシステム

※8　マイクロソフトが開発したアプリケーション開
発・実行環境

※9　software development kitの略で、特定のソフ
トウェアを開発する際に必要なツールのセット

参考文献
https://aiforgood.itu.int/

図8　AIサミット2019のパートナー一覧

正面

会場内の様子


